
船舶事故等調査報告書 

平成２７年７月２３日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故等番号 ２０１５仙第１７号 

事故等種類 ほたて養殖施設損傷 

発生日時 平成２７年３月１２日 ００時１０分ごろ 

発生場所 青森県むつ市浜
はま

奥内
おくない

漁港南西方沖 

 浜奥内港第１西防波堤灯台から真方位２１８°２.４海里付近 

 （概位 北緯４１°１０.２０′ 東経１４１°１３.５０′） 

事故等調査の経過  平成２７年３月１２日、本事故の調査を担当する主管調査官（仙台

事務所）を指名した。 

 原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

貨物船 ANGEL
エンジェル

- A
エー

（カンボジア王国籍）、２,９７７トン 

 ８８０５０５４（ＩＭＯ番号）、FEDERAL LINE CRUISER SA 

 乗組員等に関する情報 船長（ロシア連邦籍）、免状不詳 

 死傷者等 なし 

 損傷 本船 なし 

養殖施設 １１か統が損傷 

 事故等の経過 本船は、船長ほか１３人（ロシア連邦籍）が乗り組み、ロシア連邦

プラスタン港に向けて航行中、荒天避難のため青森県陸奥湾に緊急入

域し、浜奥内漁港南西方沖において、両舷錨を投じて双錨泊とした。 

本船は、平成２７年３月１１日２３時００分ごろ、船長が走錨して

いることに気付き、主機を始動させて揚錨し、転錨を試みたが、風に

圧流され、再び、両舷錨を投下したものの、１２日００時１０分ごろ

ほたて養殖施設に進入し、両舷錨鎖に同施設のロープが絡まり、同施

設が損傷した。 

本船は、揚錨不能となって、自力航行ができなくなり、タグボート

に引き出され、１８日０９時０３分ごろ、自力航行して青森県青森市

青森港に着岸した。 

 気象・海象 気象：天気 雪、風向 西南西、風力 ６、視界 不良 

海象：波高 約１.５ｍ、潮汐 低潮時 

 津軽海峡には、３月１１日２０時３５分に海上強風警報が、むつ市

には、１１日２２時３８分に風雪、大雪及び波浪注意報がそれぞれ発

表されており、本事故当時も継続中であった。 

 その他の事項 本船が錨泊した場所は、水深が約３０～４０ｍで、底質が泥であっ

た。 

分析 

 乗組員等の関与 

 船体・機関等の関与 

 

あり 

なし 



 気象・海象等の関与 

 判明した事項の解析 

あり 

本船は、浜奥内漁港南西方沖で双錨泊中、走錨したので、揚錨して

転錨しようとしたところ、西南西風に圧流されたことから、ほたて養

殖施設に進入し、両舷錨鎖に同施設のロープが絡まり、同施設が損傷

したものと考えられる。 

原因 本事故は、夜間、本船が、浜奥内漁港南西方沖で双錨泊中、走錨し

たので、揚錨して転錨しようとしたところ、西南西風に圧流されたた

め、ほたて養殖施設に進入し、両舷錨鎖に同施設のロープが絡んだこ

とにより発生したものと考えられる。 

参考  今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

 ・錨泊場所及び気象状況に応じた錨泊法、錨鎖伸出量とすること。 

 


